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相関がみられること（e.g., Solomon & Rothblum, 1984; Tice & Baumeister, 1997 ）が
明らかにされている。 
日常生活場面全般における一般的な延引行動を測定する尺度として Lay（1986）は
20 項目 5 件法からなる尺度（General Procrastination Scale 以下 GPS）を作成してい
る。GPS は延引を特性的なものとして捉え日常生活における様々な延引行動の総体とし
て単一次元で測定できる尺度である。Lay（1986）の GPS を日本語訳した林（2007）




















































































































































































































































(academic delay of gratification)である。 
将来の価値ある結果を手に入れるために,価値の低い当面の欲求を満足させる行動を
抑制し,自らに課した満足の遅延から生じるフラストレーションに耐えることを満足遅
延(delay of gratification)という（Mischel, 1974 ）。従来,満足遅延行動は社会化の
過程で必ず習得されねばならないものであると考えられてきた。その根拠として,これま
での研究から,満足遅延行動が発達した者は未発達な者に比べて,優れた人格特性やコン





























と定義される行動である（Bembenutty & Karabenick, 1998）。学業の満足遅延ができる
学習者は,動機づけ,自己効力感が高く学習方略の使用が多いことが大学生を対象とした
先行研究で明らかにされている。 
 たとえば Bembenutty & Karabenick(1998)は学業的満足遅延を測定する尺度
ADOGS(Academic delay of gratification scale)を作成して自己調整学習方略や学習へ





























































































































（１）第 1 章 
 本章では学業的延引行動に関する先行研究を概観し,本研究の動向と今日的課題を取
り上げるとともに，学業的延引行動研究の問題提起を行う。 
（２）第 2 章 
 本章では本研究の今日的課題を６点挙げる。その 6 点を明らかにすることが本研究の
目的であることを述べる。さらに本研究の意義,内容構成について述べる。 
（３）第 3 章 
 本章では大学生用学業的満足遅延尺度を作成し,信頼性と妥当性を検証する。 
（４）第 4 章 
 本章では小学生を対象とし,学業的延引行動に及ぼす動機づけ,満足遅延の影響を明ら
かにする。 
（５）第 5 章 
 本章ではこれまで対象とされてこなかった高校生を対象とし,学業的延引行動に及ぼ 
す動機づけ,学習方略の影響,満足遅延との関係を明らかにする。 






































ものに学業的満足遅延(academic delay of gratification)がある。 
この学業的満足遅延を測定する方法として現在使用されている尺度には,Bembenutty 





の質問項目（例: 明日試験があるとき A：遊びに行く, B:良い成績を取るために勉強す
る ）からどちらかを選択させるというものである。 
また近年では, Zhang,Karabenick,Maruno,& Lauermann(2011)が ADOGSをもとにして作
















 併存的妥当性の検討には,これまでに作成された Bembenutty & Karabenick(1998)の














口頭で説明し合意を得たうえで実施した。回答に不備のなかった 481 名（男子 121 名,
女子 360名,協力者の所属学科は経済学科 38名,国際関係学科 36名,発達教育学科 82名,
幼児教育学科 134名,看護学科 123名,人間関係学科 32名,子ども学科 36名であった）を
分析対象とした。平均年齢は 20.82歳（SD=2.23）であった。 







ばせる 5件法で順に 1点,2点,3点,4点,5点と得点化された。    




れに Aと B, 2種類の文章があり「ぜったい A」「たぶん A」「たぶん B」「ぜったい B」
の 4 つの選択肢から 1 つを選ばせる 4 件法で順に 1 点,2 点,3 点,4 点と得点化された。
合計した得点を項目数 10で除したものを ADOGS 尺度得点とした。
 
結果と考察 
尺度作成  まず学業的満足遅延尺度 31項目の平均値,標準偏差を算出した。そして天井
効果およびフロア効果の見られた 9項目を以降の分析から除外した。次に残りの 22項目













信頼性・妥当性の検討  各下位尺度の Cronbachのα係数を求めた。その結果,第Ⅰ因子










Table 1 学業的満足遅延尺度の因子分析結果  (プロマックス回転後の因子パターン)    
                              Ⅰ  Ⅱ  共通性              
12．テストや宿題がある時には、遊びたいという   .75     .04     .61 
気持ちを我慢して勉強しようと思う。              
15．勉強を優先して他のことを後回しにしようと     .69    -.04     .47 
  思っている。 
10．テストや宿題がある時に、遊びたいという気持ち .64   -.01     .40 
  をテストや宿題が終わるまで引き延ばして勉強し 
  ようと思う。 
11．テストや宿題がある時に、友達からの遊びの誘い .62   .01     .38 
  を断って勉強しようと思う。 
19．他に面白いことがあっても勉強を中断しないで   .61    -.05     .34 
  一生懸命やろうと思う。 
20．他のことを考えないで勉強に没頭しようと思う。 .60    -.06     .32 
16．怠けないで、しなければならないことをやろう   .59   .07     .38 
  と思う。 
18．わからないことがあっても途中で投げ出さないで .53     .09     .31 
  一生懸命勉強しようと思う。 
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21．勉強のことを念頭に置いて行動しようと思う。   .51     .04     .27 
13. テストがある時には、バイトやクラブを休んで   .47     .02     .22 
勉強 しようと思う。 
28．どうなるかわからない先のことを考えるより、   .06     .68     .56 
  今は遊んだほうがよい。＊ 
31．今が楽しければそれでよいと思う。 ＊          .03     .61     .41 
29．将来のことをいろいろ考えて、勉強ばかりの人生 .05     .57     .35 
  はまっぴらだ。＊ 
30．勉強が将来役に立つかどうかより、する事が楽  -.02     .57     .27 
  しいかどうかが大切だと思う。＊ 
22．将来の職業や進路のことは考えないで、遊びの   .17     .42     .25 
  ことばかり考えている。 ＊                                     
 *逆転項目                        
                            寄与率 (%)   32.03   13.06     













調査時期と調査対象 2010年 7月から 2011年 12月にかけて九州地方の私立大学・短大・
専門学校の学生 398 名を対象に個別記入式の質問紙調査を講義時間内に配布し,回答依
頼時に文章と口頭で説明し合意を得たうえで実施した。回答に不備のなかった 343名（男
性 140名,女性 203名,協力者の所属学科は幼児教育学科 40名,現代社会学科 58名,看護
科 68名,理学療法学科 87名,作業療法学科 72名,歯科衛生学科 18名であった）を最終的
な分析対象とした。平均年齢は 20.36歳（SD=2.14）であった。このうち,78名について




















④ 動機づけ尺度 22項目：Pintrich & De Groot(1990)の MSLQを日本語訳したもの。「ま
ったく当てはまらない」から「非常によく当てはまる」までの 5 件法であった。共
通性の推定には SMC を用いた主因子法による因子分析を行った。プロマックス回転
による因子分析の結果,動機づけ尺度 3因子（自己効力感 9項目・内発的価値 4項目・
テスト不安 4 項目）を抽出した。自己効力感,内発的価値,テスト不安のα係数はそ
れぞれ.91, .77, .72 であった。因子分析結果は Table 3に示す。 




実施し,因子負荷量が 0.40 以上の 13項目を採用した。α係数は.84であった。尺度











































Table 2  学業的満足遅延尺度の因子分析結果                
                              因子Ⅰ  共通性 
７自分の夢の実現のために勉強を優先して頑張っている        .75     .57 
８今の楽しみを追うのではなく、将来のことを考えて勉強する  .70     .50 
３他に面白いことがあっても勉強を継続する。                .70     .48 
12他に面白いことがあっても勉強を中断することはない。      .69    .47 
13他のことは考えないで勉強に没頭する。                    .68    .45 
11わからないことがあっても途中で投げ出さないで             
 一生懸命勉強する。                                      .66     .42 
14勉強のことを念頭に置いて行動しようとする。             .65    .40 
９勉強を優先して他のことを後回しにする。                  .64     .38 
６テストや宿題がある時は、遊びたいという気持ち         
 をテストや宿題が終わるまで引き延ばして勉強する.        .62     .39 
１将来の職業や進路のことを考えて、遊びよりも勉強 
 を優先する。                                            .62     .35 
４テストや宿題がある時は、友達からの遊びの誘い            
 を断って勉強する。                                      .60     .35 
５将来のことをいろいろ考えて勉強に取り組んでいる。        .60     .36 
２テストや宿題がある時には、遊びたいという               
気持ちを我慢して勉強する。                              .59     .33 
10 怠けないで、しなければならないことをやろうとする。    .55     .30 
                                                    
                     因子Ⅰの固有値      5.91 
寄与率（％）     42.22% 








Table 3 動機づけ尺度の因子分析結果                   
                         因子Ⅰ 因子Ⅱ 因子Ⅲ 
２ 他の人と比べると、自分は授業で学習する   
内容について よく分かっていると思う。       .79      .02     .02 
19 自分は授業で教えられる学習内容を理解 
できると思う。                              .78      .04     .07 
９ 他の人と比べると、自分はよい学習者で 
あると思う。                     .76     -.08     .05 
18 授業で他の人と比べると、自分はよく 
やれていると思う。                .75      .00    -.09 
16 自分の学習能力は、他の人に比べて 
すぐれたものである。               .75     -.16    -.10 
８ 自分は授業でうまくやれると思う。        .73      .17    -.08 
11 授業で出された問題や課題を、自分は 
うまくこなせると 思う。                     .71      .04     .18 
13 自分はよい成績をとると思う。            .68     -.09    -.03 
６ 授業で教えられる内容を、自分は理解 
できると思う。                   .59      .21    -.12 
４ 授業で教えられている内容を学ぶこと は、 
自分にとって  重要である。                 -.15      .73    -.05 
21 学習内容を理解することは、自分に 
とって重要である。               -.10      .73     .09 
15 授業で学んでいることが、自分にとって 
役に立つものでとあると思う。                .03      .72    -.11 
５ 授業で学習している内容が好きである。    .35      .50     .09 
22 試験のとき、みじめな気持ちになる。     -.03     -.18     .68 
20 自分は試験のことを、かなり心配している  .08      .19     .68 




したことを思い 出すことができない。         .09     -.16     .58 
                                           
           固有値             5.46       2.76    1.17 
           寄与率（％）       28.73      14.55    6.14 
           α係数              0.91       0.77    0.72  
 
Table 4 自己調整学習尺度の因子分析結果                 
                                   因子Ⅰ 
34試験勉強をする時、繰り返し大切なことがらを思い浮かべて      .70   
  復習する。 
24 宿題をする時、きちんと問題に答えられるように、授業で      .62   
  先生が言ったことを思い出そうとする。  
29たとえわからなくても、先生の言っていることをいつも理解      .60   
  しようとする。 
30試験勉強をする時、できるだけ多くのことを思い出そうとする    .60   
42 理解できるように、それぞれ習ったことの要点をまとめる。    .60 
36 新しい課題をするのに、以前に学んだことを生かす。         .58   
23 試験勉強をする時、授業や本から手がかりを集めようとする    .54  
42理解できるようにそれぞれ習ったことの要点をまとめる。        .62   
33勉強する内容が退屈で面白くなくても終わりまでやり           .52    
  続ける。 
41 勉強内容を読む時、覚えられるように繰り返し心の 
なかで考える                           .52 
44 何かを読んでいる時、読んでいることと、自分がすでに知って    
いることを関係づけようとする。                  .50     
28 勉強する時、大事なむずかしい言葉を自分の言葉におきかえる  .49    
31勉強をしている時、習ったことを思い出せるよう、 
もう一度ノートをまとめなおす                   .45    
                                             
                       固有値         8.82   
33 
 
                       寄与率（％）   31.80   
                         α係数          0.84   
                                       
 
Table 5 各変数の平均値、標準偏差およびα係数  
                 平均値  標準偏差  α    
学業的満足遅延      3.07       0.67       .91 
自己効力感          2.63       0.73       .91 
内発的価値          3.71       0.72       .77 
テスト不安          3.37       0.87       .72 
自己調整学習        3.43       0.60       .84 
延引            3.05       0.73       .84 
ADOG                3.01       0.50       .75   
 
 
Table 6  各変数間の相関係数                
               1      2      3      4      5      6       
1.満足遅延     ―   .43**   .43**   .13   .58**  -.43** 
2.自己効力感         ―     .12    -.23** .29**  -.30** 
3.内発的価値                 ―     .19** .60**  -.18** 
4.テスト不安                         ―   .20**   .08   
5.自己調整学習               ―   -.34** 
























務 教 育 段 階 に あ る 小 ・ 中 学 生 を 対 象 に し た 尺 度 の 開 発 が 必 要 で あ る 。
Zhang,Karabenick,Maruno,and Lauermann（2011）が Bembenutty & Karabenick (1998)
































調査対象と調査時期   
36 
 
2015年 1月から 3月にかけて九州地方にある A小学校,中部地方にある B小学校,近畿
地方にある C小学校の 5年生と 6年生 408名に調査を実施した。なお実施に先立ち,学校
側に文書と口頭にて調査の目的や倫理的配慮について説明し合意を得た上で実施した。
調査の実施は各担任教師によってクラスごとに集団で行われた。回答に不備のなかった

































Table 1 学業的延引行動尺度の因子分析結果              
                             因子Ⅰ   
6 しなければならないことがあるのに,ついなまけてしまいます。 .68    
3 勉強に集中できません。                                    .65    
1 他におもしろいことがあると勉強をやめてしまいます。        .60    
8 勉強しなければならないのに,つい忘れてしまいます。         .60    
5 期日までにずいぶん時間があるなあと思うと勉強する気が 
おこりません。                                           .59    
2 勉強しているとき,いつのまにか他のことを考えています。     .55     
4 はじめのうちは,けいかくを立てて勉強しますが長続きしません .54     
9 他のことを先にして勉強をあとまわしにします。              .51    
7 わからないことがあると,とちゅうでなげ出してしまいます。   .50 
                                                  
                                因子Ⅰの固有値         3.71 
寄与率（％）    41.19% 
















2 因子は「テストの時,不安な気持ちになります」など 3 項目でテスト不安と命名した。
内発的価値・自己効力感,テスト不安のα係数はそれぞれ.79, .75 であり尺度の内的整
合性について問題はみられなかった。以上の結果を Table 3に示している。 
 
 
Table 2 学業的満足遅延尺度の因子分析結果               
                               因子   
6 遊びたいときは勉強が終わってから遊ぶようにしています。   .69 
4 テストやしゅくだいがある時は友だちからの遊びのさそい 
をことわって勉強します。                                  .67     
1 テストやしゅくだいがある時は 遊びたいという気持ちを 
がまんして勉強します。                                  .64     
3 勉強やしゅくだいを先にして他のことをあとまわしにします。 .61 
2 他におもしろいことがあっても勉強をつづけます。           .58 
5 しょうらいのことを考えて勉強に取り組んでいます。         .42 
                                                    
                                 因子の固有値          2.82 
寄与率（％）     47.05% 









Table 3 動機づけ尺度の因子分析結果                                
                                因子Ⅰ   因子Ⅱ  共通性   
２ 勉強することは自分にとって大切です。                      .76        .17      .60 
3 勉強することは自分にとって役に立つものであると思います。   .73        .15      .55 
4 勉強していることが よくわかっていると思います。           .58       -.35      .47 
5 授業で出された問題やかだいを自分はうまくこなせると思います .54       -.40      .46  
1 勉強することが好きです。                                   .53       -.16      .38 
6 これからの学校の勉強でよい成績をとれると思います。         .52       -.16      .30 
8 テストの時 不安な気持ちになります。                       .04        .74      .55 
9 自分はテストのことを かなり心配しています。              -.02        .72      .52 
7 テストのときは とてもきん張するので学習したことを思い出す 
ことができません。                                       -.17        .54      .32 
                                                                
                        固有値          3.21       1.98 
                        寄与率（％）    35.63      21.99 
                        α係数            .79        .75   








め相関係数を算出した（Table 5）。その結果,学業的延引行動は満足遅延( r=-.51, p<.01 ),
内発的価値・自己効力感( r=-.49, p<.01 )との間に中程度の有意な負の相関，テスト不
安( r=.12, p<.05 )との間に弱いながらも有意な正の相関がみられた。また学業的満足
40 
 
遅延と内発的価値・自己効力感との間に有意な正の相関( r=.47, p<.01 ),内発的価値・
自己効力感とテスト不安との間に有意な負の相関( r=-.22, p<.01 ),がみられた。 
 
Table 4 各変数の平均値,標準偏差          
                  平均値   標準偏差  
学業的延引           2.38       0.61      
学業的満足遅延       2.51       0.62     
内発的価値・自己効力 2.80       0.55      
テスト不安           2.22       0.86      
 
Table 5 各変数間の相関係数              
                     1     2       3       4    
1.学業的延引          ―   -.51**  -.49**   .12* 
2.学業的満足遅延             ―      .47**   .06    
3.内発的価値・自己効力                ―    -.22**    
4.テスト不安                                  ―   
 **p<.01 
















Table 6 学業的延引行動高群・低群別の各尺度の平均値と t 検定結果 
                  低群    高群    ｔ検定          
学業的延引           1.91        2.88         ** 
学業的満足遅延       2.75        2.24         **  
内発的価値・自己効力 3.00        2.58         ** 

































































































































































方   法 


















③ 自己調整学習方略尺度 18 項目：Pintrich & De Groot(1990)(15)の自己調整学習方略
尺度の日本語訳版（伊藤,1996）。「まったく当てはまらない」から「非常によく当て
はまる」までの 5件法であった。 





には SMC を用いた主因子法による因子分析を実施した。その結果,1 因子が抽出され
た。この尺度は「他のことを先にして勉強を後回しにする」,「しなければならない
ことがあるのに、つい怠けてしまう」など 10項目で学業的延引と命名した。Cronbach













 主因子法プロマックス回転による因子分析を実施した結果, 固有値 1.00以上、因
子負荷量 0.40以上を基準として,2つの因子が抽出された。第 1因子は「たとえわか
らなくても,先生の言っていることをいつも理解しようとする」「私は勉強をしてい
るとき,習ったことを思い出せるよう,もう 1 度,ノートをまとめなおす」など 13 項
目で自己調整学習方略, 第 2因子は「問題がむずかしいとき,あきらめるか,かんた
んなところだけをする」など 4 項目で注意集中方略と命名された。自己調整学習方














め相関係数を算出した（Table 5）。その結果,学業的延引は自己効力感( r=-.38, p<.01 ),
49 
 
自己調整学習方略( r=-.28, p<.01 ),注意集中方略( r=-.35, p<.01 )との間に負の相関,




その結果,標準偏回帰係数は自己効力感がβ＝-,26, p<.01, テスト不安がβ＝.13, 
p<.01, 自己調整学習方略がβ＝-.20, p<.01, 注意集中方略がβ＝-.29, p<01,となっ
た。
 
Table 1 学業的延引行動尺度の因子分析結果                 
                             因子  共通性  
７ 他に面白いことがあると、勉強を中断してしまう。       .79     .62 
８ 勉強中いつの間にか他のことを考えている。              .75     .55  
２ 勉強に集中できない。                                  .73     .54 
９ はじめのうちは計画を立てて勉強するが長続きしない。   .70     .49 
３ 勉強をする気が起こらない。                            .69     .47 
５ 期日までにずいぶん日数があるなあと思うと勉強する気 
が起こらない。                                         .68     .46 
４ しなければならないことがあるのに、つい怠けてしまう。  .67     .45 
６ わからないことがあると、途中で投げ出してしまう。     .60     .36   
10 勉強しなければならないのに、つい忘れてしまう。        .60     .36 
1 他のことを先にして勉強を後回しにする。                 .51     .26  
                                                       
                            因子の固有値         5.08 
寄与率（％）    50.82% 














Table 2 動機づけ尺度の因子分析結果                                    
                             因子Ⅰ   因子Ⅱ   因
子Ⅲ 
                            自己効力感 内発的価値 テス
ト不安 
18 授業で他の人と比べると、自分はよくやれていると思う。   .85        -.07       .04 
19 自分は授業で教えられる学習内容を理解できると思う。     .76         .01       .12 
９ 他の人と比べると、自分はよい学習者であると思う。       .75        -.06       .03 
13 自分はよい成績をとると思う。                           .74         .14      -.05 
８ 自分は授業でうまくやれると思う。                       .66         .21       .11 
２ 他の人と比べると、自分は授業で学習する内容について     .62         .14       .02    
  よく分かっていると思う。 
６ 授業で教えられる内容を、自分は理解できると思う。       .59         .22      -.13 
11 授業で出された問題や課題を、自分はうまくこなせると     .58         .12       .07 
思う。 
16 自分の学習能力は、他の人に比べてすぐれたものである。   .57        -.09       .04 
４ 授業で教えられている内容を学ぶことは、自分にとって     .07         .75       .05 
  重要である。 
15 授業で学んでいることが、自分にとって役に立つもので    -.03         .73      -.11 
  あると思う。 
21 学習内容を理解することは、自分にとって重要である。     .01         .70      .05 
５ 授業で学習している内容が好きである。                   .21         .48      -.11 
22 試験のとき、みじめな気持ちになる。                     .03        -.10       .69 
12 試験のとき、不安な気持ちになる。                      -.02         .09       .61 
20 自分は試験のことを、かなり心配している。               .04         .14       .60 
３ 試験期間中は、とても緊張するので学習したことを思い     .00        -.03       .49 
  出すことができない。 
                                                                        
                    固有値           5.70        2.44       1.57 
                    寄与率（％）     33.53       14.37       9.23 
                    α係数            0.88        0.78       0.71 


























Table 3 自己調整学習方略尺度の因子分析結果                                 
                                 因子Ⅰ  因子
Ⅱ 
                             自己調整学習 注意集
中 
32 試験勉強をする時、繰り返し大切なことがらを思い浮かべて     .76        .12 
  復習する。 
38 理解できるように、それぞれ習ったことの要点をまとめる。     .75        .11 
33 新しい課題をするのに、以前に学んだことを生かす。          .66       -.03   
40 何かを読んでいる時、読んでいることと、自分がすでに知って    
 いることを関係づけようとする。                 .64       -.09    
37  勉強内容を読む時、覚えられるように繰り返し心の 
なかで考える                           .61       -.03 
30  する必要がなくても、練習問題をする。                       .61        .21 
23 試験勉強をする時、授業や本から手がかりを集めようとする。   .60        .01 
24 宿題をする時、きちんと問題に答えられるように、授業で       .60       -.14   
  先生が言ったことを思い出そうとする。  
31 勉強する内容が退屈で面白くなくても、終わりまでやり        .59        .16   
  続ける。 
29 試験勉強をする時、できるだけ多くのことを思い出そうとする   .58       -.16  
28 たとえわからなくても、先生の言っていることをいつも理解     .57       -.15   
  しようとする。 
36  読んでいるとき 1度中断して、読んだことを繰り返してみる。   .48       -.17 
27 勉強する時、大事なむずかしい言葉を自分の言葉に 
おきかえる。                           .45       -.17    
35  先生が話している時、他のことを考えて、実際に言っている    -.04        .59 
  事を聞いていないということがある。 
34 授業中、教科書を読んでいるとき、何のことが書かれていた    -.07        .52 
  のかわからないことがよくある。 
25 教科書を読む時、その中で最も大切なことが何であるかを      -.05        .44 
  読みとることは自分にはむずかしい。 
26 問題がむずかしい時、あきらめるか、かんたんなところだけ     .12        .42 
  をする。 
                                                                
                          固有値           5.94       1.91 
                          寄与率（％）     32.99      10.61 
                            α係数            0.89       0.60 












Table 4 各変数の平均値,標準偏差         
                 平均値  標準偏差   
学業的延引        3.40       0.79      
自己効力感          2.35       0.73      
内発的価値          3.05       0.81      
テスト不安          2.81       0.85      
自己調整学習        2.76       0.68      
注意集中         2.89       0.75      
 
 
Table 5 各変数間の相関係数                      
               1      2       3       4       5       6           
1.学業的延引   ―   -.38**  -.05    .12*   -.28**  -.35** 
2.自己効力感         ―      .42**  .16*    .62**   .08 
3.内発的価値                 ―     .28**   .53**  -.14** 
4.テスト不安                         ―     .26**  -.27**  
5.自己調整学習                               ―    -.05 
6.注意集中                      ―        
 
**p <.01 
   *p <.05 
 
Table 6  学業的延引を目的変数とする重回帰分析 
 説明変数     学業的延引             
自己効力感           -.26**   
テスト不安            .13** 
自己調整学習         -.20** 
注意集中             -.29**                    
  R²           .26                
















































































































































主因子法プロマックス回転による因子分析の結果,固有値 1.00 以上,因子負荷量 0.40
以上を基準として,動機づけ尺度 3因子を抽出した。共通性の推定には SMCを用いた。第




















め相関係数を算出した（Table 2）。その結果,学業的満足遅延は自己効力感( r=.46, 
p<.01 ),内発的価値( r=.32, p<.01 ),テスト不安( r=.17, p<.01 ),一般的認知方略
( r=.46, p<.01 ),復習まとめ方略( r=.59, p<.01 ),リハーサル方略( r=.37, p<.01 ),
注意集中方略( r=.11, p<.05 ),関係づけ方略( r=.43, p<.01 )との間に有意な正の相関
がみられた。 
学業的満足遅延高群・低群における各尺度得点の比較 
 学業的満足遅延尺度に対する 417 名の得点の平均値は 2.49(SD=0.72)であった。これ
らの得点に基づき上位群と下位群を選出した。得点の上位 1/2（209名）を学業的満足遅
延高群,下位 1/2（208名）を学業的満足遅延低群とした。それぞれの群の満足遅延傾向

















Table 1 各変数の平均値,標準偏差        
                 平均値  標準偏差  
学業的満足遅延      2.49      0.72 
学業的延引          3.40      0.79 
自己効力感          2.35      0.73      
内発的価値          3.05      0.81      
テスト不安          2.81      0.85      
一般的認知          2.95      0.75     
復習まとめ          2.59      0.82 
リハーサル          2.68      0.88 
注意集中            2.89      0.75 
関係づけ         2.78      0.90      
 
Table 2  各変数間の相関係数                                 
                 1      2      3      4      5      6      7     8      9    10   
1.学業的満足遅延  ―   .-50**  .46**  .32**  .17**  .46**  .59**  .37**  .11*  .43** 
2.学業的延引             ―  -.38:: -.05    .12   -.16** -.34** -.17** -.35**-.21** 
3.自己効力感                    ―    .42**  .16**  .49**  .60**  .42**  .08   .50** 
4.内発的価値                            ―   .28**  .53**  .39**  .38** -.14** .44** 
5.テスト不安                                   ―   .30**  .20**  .18** -.27** .18**  
6.一般的認知                                          ―   .58**  .48** -.13*  .61** 
7.復習まとめ                                                ―   .50**  .03   .58** 
8．リハーサル                                                       ―  -.08   .53** 
9．注意集中                                                               ―  -.04 
10．関係づけ                                                                     ―   
 **p<.01 





Table 3 学業的満足遅延高群・低群別の各尺度の平均値と t 検定結果 
                  低群    高群    ｔ検定              
学業的満足遅延       1.90        3.07         ** 
学業的延引           3.73        3.07         ** 
自己効力感           2.09        2.61         ** 
内発的価値           2.81        3.30         **  
テスト不安           2.70        2.92         ** 
一般的認知           2.69        3.21         ** 
復習まとめ           2.20        2.99         ** 
リハーサル           2.42        2.94         ** 
注意集中             2.80        2.98         * 
関係づけ          2.48        3.07         **                  
**p<.01 































































































第 6 章 
大学生の学業的延引行動と動機づけ,学習方略の影響 
 
 研究Ⅵ  
問 題 
 学業場面における先延ばしに関する研究には 2つの流れがある。１つは,学業的満足遅











方   法 
調査時期と調査対象 2010年 7月から 2011年 12月にかけて長崎県の私立大学・短大・
専門学校の学生 398 名を対象に個別記入式の質問紙調査を講義時間内に配布し,回答依
頼時に文章と口頭で説明し合意を得たうえで実施した。回答に不備のなかった 343名（男








②Bembenutty & Karabenick(1998)の ADOGS(Academic delay of gratification scale)
をできるだけ忠実に日本語訳したもの 10項目・4件法であった。「A 明日試験がある
のに,コンサートや遊び,スポーツに行く」「B 家に残り良い成績を取るために勉強す
る」など 10項目それぞれに Aと B, 2種類の文章があり「ぜったい A」「たぶん A」「た







④動機づけ尺度 22項目：Pintrich & De Groot(1990)の MSLQ（Motivated Strategies 
for Learning Questionnaire）を日本語訳したもの。「まったく当てはまらない」か
ら「非常によく当てはまる」までの 5件法であった。 
⑤自己調整学習尺度 18 項目：Pintrich & De Groot(1990)の自己調整学習方略尺度
の邦訳版（伊藤,1996）を使用した。5件法であった。 












上を基準として,動機づけ尺度 3因子（自己効力感 9項目・内発的価値 4項目・テスト不
安 4 項目）を抽出した。自己効力感,内発的価値,テスト不安のα係数はそれぞ










わせるために, あわてふためくことがよくある」などでα係数は.84であった(Table 4)。 




と自己効力感( r=.43, p<.01 ),内発的価値( r=.43, p<.01 ),自己調整学習方略( r=.58, 
p<.01 )との間に正の相関, 延引（課題先延ばし）( r= -.43, p<.01 )との間に負の相関
が認められた。また延引（課題先延ばし）と自己効力感( r= -.30, p<.01 ),内発的価値
68 
 











Table 1 学業的満足遅延尺度の因子分析結果              
                             因子Ⅰ  
７ 自分の夢の実現のために勉強を優先して頑張っている       .75    
８ 今の楽しみを追うのではなく、将来のことを考えて勉強する .70    
３ 他に面白いことがあっても勉強を継続する。               .70    
12 他に面白いことがあっても勉強を中断することはない。     .69    
13 他のことは考えないで勉強に没頭する。                   .68    
11 わからないことがあっても途中で投げ出さないで             
  一生懸命勉強する。                                     .66     
14 勉強のことを念頭に置いて行動しようとする。            .65     
９ 勉強を優先して他のことを後回しにする。                 .64    
６ テストや宿題がある時は、遊びたいという気持ち         
  をテストや宿題が終わるまで引き延ばして勉強する.       .62    
１ 将来の職業や進路のことを考えて、遊びよりも勉強 
  を優先する。                                           .62     
４ テストや宿題がある時は、友達からの遊びの誘い            
  を断って勉強する。                                     .60     
５ 将来のことをいろいろ考えて勉強に取り組んでいる。       .60     
２ テストや宿題がある時には、遊びたいという               
気持ちを我慢して勉強する。                             .59     
10 怠けないで、しなければならないことをやろうとする。     .55     
                                               
                       因子Ⅰの固有値       5.91 
寄与率（％）    42.22% 





Table 2 動機づけ尺度の因子分析結果                            
                              因子Ⅰ   因子Ⅱ   因子Ⅲ  
２ 他の人と比べると、自分は授業で学習する内容について     .79       .02       .02    
  よく分かっていると思う。 
19 自分は授業で教えられる学習内容を理解できると思う。     .78       .04       .07 
９ 他の人と比べると、自分はよい学習者であると思う。       .76      -.08       .05 
18 授業で他の人と比べると、自分はよくやれていると思う。   .75       .00      -.09 
16 自分の学習能力は、他の人に比べてすぐれたものである。   .75      -.16      -.10 
８ 自分は授業でうまくやれると思う。                       .73       .17      -.08 
11 授業で出された問題や課題を、自分はうまくこなせると     .71       .04       .18 
思う。 
13 自分はよい成績をとると思う。                           .68      -.09      -.03 
６ 授業で教えられる内容を、自分は理解できると思う。       .59       .21      -.12 
４ 授業で教えられている内容を学ぶことは、自分にとって    -.15       .73      -.05 
  重要である。 
21 学習内容を理解することは、自分にとって重要である。    -.10       .73       .09 
15 授業で学んでいることが、自分にとって役に立つもので    -.03       .72      -.11 
  あると思う。 
５ 授業で学習している内容が好きである。                   .35       .50       .09 
22 試験のとき、みじめな気持ちになる。                    -.03      -.18       .68 
20 自分は試験のことを、かなり心配している。              -.08       .19       .68 
12 試験のとき、不安な気持ちになる。                      -.00       .20       .63 
３ 試験期間中は、とても緊張するので学習したことを思い     .09      -.16       .58 
  出すことができない。 
                                                             
                    固有値          5.46       2.76       1.17 
                    寄与率（％）    28.73      14.55       6.14 
                    α係数           0.91       0.77       0.72 




















Table 3 自己調整学習尺度の因子分析結果               
                              因子Ⅰ   
34 試験勉強をする時、繰り返し大切なことがらを思い浮かべて   .70   
  復習する。 
24 宿題をする時、きちんと問題に答えられるように、授業で     .62   
  先生が言ったことを思い出そうとする。  
29 たとえわからなくても、先生の言っていることをいつも理解   .60   
  しようとする。 
30 試験勉強をする時、できるだけ多くのことを思い出そうとする .60   
42 理解できるように、それぞれ習ったことの要点をまとめる。   .60 
36 新しい課題をするのに、以前に学んだことを生かす。        .58   
23 試験勉強をする時、授業や本から手がかりを集めようとする。 .54  
42 理解できるように、それぞれ習ったことの要点をまとめる。   .62   
33 勉強する内容が退屈で面白くなくても、終わりまでやり      .52    
  続ける。 
41  勉強内容を読む時、覚えられるように繰り返し心の 
なかで考える                         .52 
44 何かを読んでいる時、読んでいることと、自分がすでに知って    
 いることを関係づけようとする。               .50     
28 勉強する時、大事なむずかしい言葉を自分の言葉に 
おきかえる。                         .49    
31 勉強をしている時、習ったことを思い出せるよう、 
もう一度 ノー トをまとめなおす。               .45    
                                             
                          固有値         8.82   
                          寄与率（％）   31.80   
                            α係数          0.84   




















Table 4 課題先延ばし行動傾向尺度の因子分析結果           
                                    因子Ⅰ 
６ ギリギリまで物事に取りかかることを延ばす。              .75 
７ やらなければならない課題はすぐに取りかかる 。           .70 
１ やらなければならない重要な課題がある時には、できる     .69 
だけ、早く取りかかるようにしている。 
４ 締め切りに間に合わせるために、あわてふためくことが      .62 
  よくある。 
８ 本当にやらなければならないとわかっている時は早めに      .60 
  取りかかり、遅れることはない。 
９ しなければならないこととわかっていても、すぐに始め      .57 
  ようとしない。 
３ 自分で決めた期限をたいてい守る。                        .54 
５ 毎日その日の勉強量をこなし、期日までに課題を提出        .50 
  するようにしている。 
２ やらなければならない重要な課題がある時には、できる      .40 
  だけ、早く取りかかるようにしている。 
                                   
                        固有値         3.30 
                         寄与率（％） 36.65 
                        α係数         0.84 
                                   
 
Table 5 各変数の平均値、標準偏差およびα係数  
                 平均値  標準偏差    α  
学業的満足遅延      3.07       0.67       .91 
自己効力感          2.63       0.73       .91 
内発的価値          3.71       0.72       .77 
テスト不安          3.37       0.87       .72 
自己調整学習        3.43       0.60       .84 








Table 6 各変数間の相関係数                           
               1      2      3      4       5      6                   
1.満足遅延     ―   .43**   .43**  .13    .58**   -.43** 
2.自己効力感         ―     .12   -.23**  .29**   -.30** 
3.内発的価値                 ―    .19**  .60**   -.18** 
4.テスト不安                         ―   .20**    .08   
5.自己調整                                 ―     -.34** 
6.延引                                           ― 
 **p<.01 
 
Table 7 満足遅延 延引を目的変数とする重回帰分析 
 説明変数     満足遅延  延引         
自己効力感           .29**    -.22** 
内発的価値           .16**     .02 
自己調整方略         .41**    -.29**             
  R²          .42    .16         














































































不備のなかった 151 名（全て女性）であった。全員,保育内容研究Ⅳ-言葉 B の授
業を履修している。 
調査時期   
2013 年の 1 月に行った。 
調査に用いた質問紙 
（１） 保育者効力感尺度 
 三木・桜井（1998）の保育者効力感尺度 10 項目を使用した。項目ごとに将来,
自分が幼稚園教諭や保育士になったときに各項目の内容をどのくらいできると思
うかについて,「ほとんどそうは思わない」「あまりそうは思わない」「どちらとも












 現時点で卒業後に就きたいと考えている職業を最大 3 つまで記入させ,それぞ
れに希望程度を「第一希望」「第二希望」「第三希望」の 3 段階で評定させた。 
（４） 自己評価 
 この授業に対する自分の取り組みを 5 段階で評定させた。得点が高いほど自己
評価が高いことを示す。 
手続き 
 保育内容研究Ⅳ-言葉 B の授業時間を利用して,教員による一斉調査法で行った。 
結果 
保育者効力感尺度 
 保育者効力感尺度については,全 10 項目のα係数を算出したところ,前期（2012










 各変数間の関連をみるため相関係数を算出した（Table 1 参照）。その結果,保
育者効力感と学業的延引との間に有意な負の相関( r=-.26, p<.01 ),学業的延
引と自己評価との間に有意な負の相関( r=-.40, p<.01 )がみられた。育者効力
感と自己評価との間に有意な相関は認められなかった。 
 
Table 1   各変数間の相関係数 
         保育者効力感   学業的延引    自己評価 
保育者効力感     ―     
学業的延引          -.26**           ―   
自己評価             .15           -.40**           ―                  
  ** p< .01 


















Table 2  希望職業別の各変数の平均値と t 検定結果        
          保育職希望群  他職種希望群  t 検定  
 保育者効力感        3.24           2.96           * 
 学業的延引          2.92           3.35           ** 
自己評価            2.83           2.05           **    
   *p< .05 
   **p< .01 
考察 
本研究では ,保育内容研究Ⅳ「言葉 B」の授業における ,さまざまな課題に対す
る学業的延引行動 ,保育者効力感，授業に対する自己評価 ,現時点での希望職業と
の関連を検討していくことを目的とした。  






































































K 大学短期大学部幼児教育学科に在籍する 1 年生のうち回答に不備のなかった
143 名（全て女性）であった。全員,保育内容研究Ⅳ-言葉 B の授業を履修してお
り,かつ保育実習Ⅰ（一次）を経験している。 
調査時期   
学生に対するアンケート調査は 2013 年の 1 月に行った。なお保育内容研究Ⅳ-















までの 5 件法であった。 
（３）保育内容研究Ⅳ「言葉 B」の成績 
 学業成績は保育者養成校 1 年生を対象に 2012 年度後期に開講された保育内容










況や内容,授業態度などを総合的に判断して 5 段階で評価を行った。 
（４）保育実習Ⅰ(一次)評価 













推定には SMC を用いた主因子法による因子分析を実施した。その結果,1 因子が抽
出された。この尺度は「他のことを先にして勉強を後回しにする」,「しなければ
ならないことがあるのに、つい怠けてしまう」など 10 項目で学業的延引と命名し













延( r=-.47, p<.01 )，学業成績( r=-.18, p<.01 )との間に有意な負の相関,




















Table 1 学業的延引行動尺度の因子分析結果                     
                              因子  共通性    
７ 他に面白いことがあると、勉強を中断してしまった。      .77     .62 
８ 勉強中いつの間にか他のことを考えていた。               .73     .59  
２ 勉強に集中できなかった。                               .69     .55 
９ はじめのうちは計画を立てて勉強するが長続きしなかった。 .69     .49 
３ 勉強をする気が起こらなかった。                         .65     .47 
５ 期日までにずいぶん日数があるなあと思うと勉強する気  
が起こらなかった。                                      .64     .46 
４ しなければならないことがあるのに、つい怠けてしまった。 .63     .45 
６ わからないことがあると、途中で投げ出してしまった。    .63     .40   
10 勉強しなければならないのに、つい忘れてしまうことが  
あった。                         .63     .39 
1 他のことを先にして勉強を後回しにした。                  .62     .38  
                                                            
                             因子の固有値         5.03 
寄与率（％）        50.33% 
                              α係数           0.89        
 
Table 2 各変数の平均値,標準偏差         
                 平均値  標準偏差   
学業的延引        2.97       0.65           
満足遅延            3.37       0.62      
学業成績            3.34       0.59      








Table 3 各変数間の相関係数          
                1      2       3       4     
1.学業的延引    ―    -.47**  -.18**   .02 
2.満足遅延              ―     .22**  -.05  
3.学業成績                      ―     .19* 
4.実習評価                ―    
 **p<.01 





 学業的延引行動尺度に対する 143名の得点の平均値は 2.97(SD=0.65)であった。
これらの得点に基づき上位群と下位群を選出した。得点の上位 1/2（71 名）を学
業的延引行動高群,下位 1/2（72 名）を学業的延引行動低群とした。それぞれの群
の延引傾向の平均(SD)は高群 3.47(SD=0.31), 低群 2.48(SD=0.52)であった。検定
の結果,高群と低群の間には有意差(t(141)=13.77,p<.01)がみられた。 
 学業的延引行動高群と低群における各尺度得点の比較を行うために平均得点を
用いて t 検定を行った(Table 4)。その結果,満足遅延,学業成績において有意差が
みられた。 
 
Table 4 学業的延引行動高群・低群別の各尺度の平均値と t 検定結果 
                  低群    高群    ｔ検定             
満足遅延             3.56        3.18         ** 
学業成績             3.43        3.25         * 
実習評価       3.71        3.69         ns                 
**p<.01 







































































般的延引行動と精神的不適応との正の関連が報告されている（e.g., Solomon & 





















































推定には SMC を用いた主因子法による因子分析を実施した。その結果,1 因子が抽
出された。この尺度は「他のことを先にして勉強を後回しにする」,「しなければ
ならないことがあるのに，つい怠けてしまう」など 10 項目で学業的延引と命名し







さ 」 2 項 目 ，「 や る 気 の 低 下 」 3 項 目 の α 係 数 を そ れ ぞ れ 算 出 し た と こ
ろ.73, .77, .74 であった。いずれも十分とはいえないが，項目数が少ないこと
を考えると尺度としての内的一貫性は許容範囲とみなし，以後の分析に用いるこ
ととした。「抑うつ」5 項目，「自尊感情の低さ」2 項目，「やる気の低下」3 項目，
それぞれの平均値を尺度得点として算出した。 
学業的満足遅延尺度 












Table 1 学業的延引行動尺度の因子分析結果                    
                              因子  共通性   
７ 他に面白いことがあると、勉強を中断してしまった。     .74     .61 
４ しなければならないことがあるのに、つい怠けてしまった。  .66     .56 
２ 勉強に集中できなかった。                               .65     .48 
３ 勉強をする気が起こらなかった。                         .65     .44 
10 勉強しなければならないのに、つい忘れてしまうことが  
あった。                         .63     .44 
６ わからないことがあると、途中で投げ出してしまった。     .61     .47  
９ はじめのうちは計画を立てて勉強するが長続きしなかった。  .60     .43 
５ 期日までにずいぶん日数があるなあと思うと勉強する気  
が起こらなかった。                                      .54     .50 
1  他のことを先にして勉強を後回しにした。                  .50     .31  
８ 勉強中いつの間にか他のことを考えていた。               .48     .38  
                                                           
                           因子の固有値           4.35 
寄与率（％）        43.47％ 








Table 2 各変数の平均値,標準偏差         
                 平均値  標準偏差   
学業的延引        2.77       0.62     
抑うつ              2.56       0.75     
自尊感情の低さ      2.95       1.04      
やる気の低下        2.51       0.83      
家族ストレス        2.15       1.24 
異性ストレス       1.80       0.95 
勉強ストレス        2.69       1.16 




Table 3 各変数間の相関係数                            
                1      2       3       4       5       6       7       
1.学業的延引    ―    .30**  .43**   .40**   .26**   .28**   .32** 
2.抑うつ               ―    .54**   .53**   .39**   .39**   .54** 
3.自尊感情の低さ              ―     .44**   .39**   .28**   .40** 
4.やる気の低下                        ―     .21*    .26**   .44**  
5.家族ストレス                  ―     .19*    .25** 
6.異性ストレス                                        ―     .37** 
7.勉強ストレス                              ―       
 **p<.01 
  *p<.05 
 
学業的延引行動高群・低群における各尺度得点の比較 





れぞれの群の延引傾向の平均(SD)は高群 3.23(SD=0.35), 低群 2.24(SD=0.39)で
あった。検定の結果,高群と低群の間には有意差(t(135)=15.70,p<.01)がみられた。 
 学業的延引行動高群と低群における各尺度得点の比較を行うために平均得点を




Table 4 学業的延引行動高群・低群別の各尺度の平均値と t 検定結果 
                  低群    高群    ｔ検定            
抑うつ                2.37       2.71         ** 
自尊感情の低さ        2.60       3.24         **  
やる気の低下          2.30       2.69         ** 
家族ストレス          1.87       2.39         ** 
異性ストレス          1.57       2.00         ** 
















































































第 1 章では学業的延引行動に関する先行研究を概観し ,本研究の動向と今日的
課題を取り上げるとともに，学業的延引行動研究の問題提起を行った。  






































第 7 章 研究Ⅶでは ,保育者効力感と ,保育内容研究Ⅳ「言葉 B」の授業における ,
さまざまな課題に対する学業的延引行動 ,授業に対する自己評価 ,現時点での希望
職業との関連を検討した。その結果，保育者効力感と授業課題に対する学業的延


































す動機づけ ,満足遅延等の影響を検討する。  
（３）これまで対象とされてこなかった高校生を対象とし ,学業的延引行動に及ぼ










有する 14 項目からなる学業的満足遅延尺度を作成することができた。 
目的（２）に関しては第 4 章研究Ⅲにおいて,391 名の小学生を対象にアンケー
ト調査を実施することにより小学生における学業的延引行動に及ぼす動機づけ ,
満足遅延の影響を明らかにすることができた。 
目的（３）に関しては第 5 章研究Ⅳ・研究Ⅴにおいて,417 名の高校生を対象に
アンケート調査を実施することにより高校生における学業的延引行動に及ぼす動
機づけ,学習方略,満足遅延の影響を明らかにすることができた。 
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